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2名古屋大学コンソ 全体概要

移動の結節点と活動の拠点となるモビリティハブを核とし、

地区内移動を担う「スマートローカルモビリティ」によって、

便利で安全・安心な「スマート・ディストリクト」を構築



3公共交通サービスの設計

顕在化した交通行動

移動者のニーズ（潜在を含む）

サービスレベル・アクセシビリティ

運行に要する資源



4英国「アクセシビリィ・プランニング」

https://data.london.gov.uk/dataset/public-transport-

accessibility-levels

PTAL; Public Transport Accessibility Level
公共交通へのアクセシビリティ 期待待ち時間の指標
各地点周辺の公共交通運行頻度＋結節点までの期待歩行時間

ATOS; Access to Opportunities and Services
目的地までの所要時間を指標化する

*参考：髙見淳史（2011）「英国・イングランドにおけるアクセシビリティ・プランニングとその空間計画への適用」，都市計画報告集，vol. 10(3)，pp. 145-148

https://data.london.gov.uk/dataset/public-transport-accessibility-levels
https://data.london.gov.uk/dataset/public-transport-accessibility-levels
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https://data.london.gov.uk/dataset/public-transport-accessibility-levels
https://data.london.gov.uk/dataset/public-transport-accessibility-levels
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https://data.london.gov.uk/dataset/public-transport-accessibility-levels


5ロンドン交通局 PTAL検索サイト

Transport for London Web CAT
https://experience.arcgis.com/experience/4c88d5310df34e21bcb3a50ae9c0a159

◼ ロンドン内の計算結果にアクセス可能
◼ 計算ツールの公開ではないため、他都市や仮想サービスの計算には非対応
◼ 手作業でやろうとすると。。。。（やってみてください）

https://experience.arcgis.com/experience/4c88d5310df34e21bcb3a50ae9c0a159


6公共交通運行データの仕様標準化

https://gtfs.org/

◼ GTFS, GTFS-Flex, NetEx, etc.
◼ 標準仕様の運行データから計算すれば、ツール化できる可能性がある

https://gtfs.org/


7LIPT・LIPT-simの考え方

⚫ 地域交通の計画・評価において重視すべきは、都市機能へのアクセシビリティを十分担保しているか
• 運行頻度やカバー圏域のみに留まらないアクセシビリティの評価が必要。指標には学術的蓄積。
• 一方、実務的には交通結節点からの同心円状評価（カバー圏域評価）が依然主流
• 学術的な蓄積を踏まえた評価指標と同時に、実務的に利用可能な体制の構築が必須

背景

狙い

⚫ 都市機能へのアクセシビリティ（行って・帰って来られる）の視点から地域交通のサービスレベルを評

価する指標を提案する

⚫ 各指標を誰でも簡単に算出できるツール・体制を構築し、公開する（標準的なデータ形式GTFS対応）

⚫ アクセシビリティ評価の学術的蓄積と計画・政策実務との橋渡しを行い、質の底上げと工数削減を両立

⚫ 地域交通の計画・政策における「アクセシビリティ・プランニング」*の基盤を形成する

*参考：髙見淳史（2011）「英国・イングランドにおけるアクセシビリティ・プランニングとその空間計画への適用」，都市計画報告集，vol. 10(3)，pp. 145-148

一連のコンセプトをLIPT（Livability Index by Public Transport）と命名

とくに，
 新たに提案する指標：LIPT
 既存指標を含めて誰でも簡単に計算可能とするツール群：LIPT-sim



8JMDS上へのLIPT-simの展開

参考：NTTデータプレスリリース https://mobility-data-space.jp/news/news09/ ／ Japan Mobility Data Space https://www.catalog.mobility-data-space.jp/

計算結果
出力例

ブラウザ上で操作
⚫ GTFSデータをアップロード、または
⚫ 算出したい自治体名を選択してGTFS

データリポジトリよりファイル取得

⚫ アクセシビリティ指標を算出
⚫ 画面上に描画および結果ファイルを出力

暖色系ほど
サービスの密度が
高いことを示す

◼ 第一弾ツール：英国の既存指標（PTAL・GMAL）をGTFSから算出可能
◼ Japan Mobility Data Space（JMDS）上に実装（2024年12月実装・2025年3月改良）

◼ 外部ダッシュボードへAPI（ベータ版）も提供中

山形市中心部

東北横断道方面

土坂方面

平石水方面

https://mobility-data-space.jp/news/news09/
https://mobility-data-space.jp/news/news09/
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https://www.catalog.mobility-data-space.jp/
https://www.catalog.mobility-data-space.jp/
https://www.catalog.mobility-data-space.jp/
https://www.catalog.mobility-data-space.jp/
https://www.catalog.mobility-data-space.jp/


9デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ JMDSカタログ一覧で「LIPT」を検索



10デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ 「シミュレータ実行」を選択し、LIPT-simの機能に入る



11デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ 「データ選択」から、データソースを選択する



12デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ 「データ選択」から、データソースを選択する
◼ GTFSデータリポジトリ or 手持ちファイルのアップロードを選択可能



13デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ GTFSデータリポジトリから選択する場合は、計算したい自治体名を選択する



14デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ 「シミュレータ実行」を押下。計算終了すると、「実行結果確認」を押下可能になる



15デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ 計算結果が地図上に可視化される（例：山形市）



16デモ LIPT-sim第一弾ツール＠JMDS

◼ 他のデータとの重ね合わせや、データ加工を行いたい場合は、結果ファイル自体も取得可能
◼ GeoJSONファイル・CSVファイル



17LIPT-sim 第一弾ツール 外部連携

ダッシュボード画像：広島大学コンソーシアム様ご提供

◼ LIPT-sim第一弾ツールをAPI化し，広
島大学コンソダッシュボードへ提供中

◼ 計算機能をダッシュボードへ内挿可能に



18LIPT-sim 第一弾・第二弾ツール

LIPT-sim
第一弾ツール

LIPT-sim
第二弾ツール

⚫ 英国の既存指標（PTAL・GMAL）をGTFSから算出できる
ようにしたもの

⚫ 公共交通の「サービス密度」を示す指標
• 期待待ち時間の指標

• 駅・バス停への期待アクセス時間（直線距離）
＋駅・バス停での期待待ち時間（頻度）

⚫ 公共交通によって活動機会へ「行って・妥当な時間を
過ごして・帰ってこられるか」の判定指標

• 初期バージョンは判定（離散的）
• その後、連続値の指標へ（比率尺度化）

• 乗り継ぎ抵抗や所要時間などを反映
• 当面は定時定路線型のサービス形態に対応

提供中

開発中



19LIPT指標において考慮したいこと

短すぎるかもしれない

長すぎるかもしれない

早く着きすぎる

適切な滞在時間

運行頻度・カバー圏域は簡便な指標だが、
本当に評価すべきは、適切な時間に到着し、滞在し、次の場所へ行けるかどうか
＝トリップチェーンを描けるかどうか

time

店舗の営業時間



20生活バスよっかいち

09:34

10:35

12:14

13:20

15:14

16:20

住宅地 スーパー

https://www.rosenzu.com/sbus/time.html

https://www.rosenzu.com/sbus/time.html


21福本（2024）「行ける・行けない表」

福本雅之「地域公共交通のネットワークとサービスレベルの性
能評価手法に関する一考察～行ける・行けない表の提案～」
（2024）、第 69 回土木計画学研究発表会・講演集



22地域交通・都市交通とLIPTの位置付け

交通セクター
単独の採算

公正・Equity
シビルミニマム

ナショナルミニマム

国土形成上、公共交通による
ナショナルミニマムを確保すべき領域

公共経済学上、
居住の選択と集中が生じる領域

もはやビジネスモデルという
概念から逸脱した領域

ナショナルミニマム・国土形成・国防等の観点
から、税負担による維持確保が妥当な領域

様々な外部効果等の検証により
ビジネスモデルの概念が成立する領域

LOS
LIPTと
サービス
密度の相関

特に
LIPTで診断する
必要がある領域

サービス密度でも
あり程度

診断できる領域
（PTAL・GMAL）

街としての
採算を目指す

サービスレベル・
活動機会の保証水準

地域交通 都市交通

何玏・楽奕平（2024）バス産業規制緩和後の生活交通確保に対する学説と国・自治体の姿勢の展開―ミニマム保障と利便性向上の概念的曖昧さと政策目的の希薄
化―、土木学会論文集の図をもとに講演者改変・加筆



23LIPT指標の構築に向けた基礎分析

各地点周辺のスーパー位置情報*から
目的地設定（最大３軒）*Yahoo map API

各地点からのOD（起終点）ペアを設定

公共交通によるアクセス可能性を判定

 自家用車による自宅起点の日常的な買い物トリップ

 到着時刻・滞在時間帯を分析（第５回中京圏パーソントリップデータ）

 中京圏内の各地点で、公共交通によりこの到着時刻・滞在時間の往復トリップチェーンを描けるか判定

午前1015-1045にスーパーへ
到着可能な便が存在するかどうか判定

到着後50分の滞在を確保可能か

No

Yes

Yes

Navitime API

No

往路の時点で適切な便なし

往路は公共交通で可能だが、復路に適切な便なし
＊滞在時間が長すぎる・短すぎる

公共交通で往復可能

Navitime API



24公共交通によるアクセス可能性の判定

判定 往路 復路
全メッシュ

（n=2403）

バス停域内

（n=1292）

往復成立（back）
行って帰って来られる

○ ○ 2139 1219

往路のみ成立（go）
行けるが帰れない

○ × 112 29

往路も不成立（none）
行くこともできない

× ー 152 44

バス停カバー圏域での
判定では、空白地域に
ならない場合でも

73地点（5.7%）では、
トリップチェーンを
描けない結果に

Hayauchi et al,. (2025) “Towards a Livability Index by Public Transport (LIPT): Conceptual Framework and Tool Prototyping”, to be presented at CASPT and Transit Data

10時台にスーパーマーケットに公共交通でアクセスし、50分程度滞在し、公共交通で戻
るトリップチェーンを、現在の公共交通サービスで実現可能かどうか

LIPT-sim第二弾
このような判定が

できるツールとして開発中



25LIPTの実施・実装体制

名古屋大学

概念構築・指標作成
・ツール開発

ツール提供・
実装連携

プラットフォーム
開発・運営

NTTデータコンソ

他の関連プラット
フォーム

エンドユーザ

自治体・コンサル・市民等

直接利用

ツール等への内挿

ツール・ダッシュボード等
開発者

…広島大学コンソ他

利用者認証・
機能提供

アクセス・
LIPT利用

費用
負担者

プラットフォームへの
費用負担者

…公的主体等

LIPT単体への
利用料負担者

…エンドユーザ等（必要な場合）

費用負担

エンドユーザによる負担が
生じる可能性も想定

LIPT単体での
課金を行う場合は、
ライセンス契約等

接続・連携先
プラットフォーム

GTFSデータ
リポジトリ等

接続・連携



26LIPT（がJMDS上にあること）の価値

◼ 大学発のツールを、高いセキュリティ環境下で、（大学
側での）ユーザ管理を伴わずに、広く展開できる（→ご
利用いただける）

◼ 従来は工数の関係で手が出なかった評価方法も、簡単
にできるようになる（計画の質の向上）

◼ 誰でも使えるツールにより、計画策定プロセスに参画でき
る主体の多様化（市民などを含めて）

◼ 指標算出作業をツールに任せられる＝工数削減
◼ 工数削減の意味は丁寧に捉える必要あり：コス
ト減？生産性？ワークライフバランス？

◼ LIPT-simでは、データ前処理ツールもスピンアウト
◼ GTFSファイル選定ツール（事業者ではなく自治
体単位で必要なGTFSファイルを取得可能）

左図 NTTデータ様ご提供
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井
勇

高崎哲郎（2003）「山に向かいて目を挙ぐ」鹿島出版会
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